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 (証明終) 
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(イ)より、 baxxxf  2)( とすると、 0)( xf が相違なる 2つの正の実数解を持つから 
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以上①、②、③を図示すると、右図の通りであり、 
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境界線は、直線 1 ab の 12  a の部分のみ含み、 

各交点は含まない。 
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